








平安時代から江戸時代までの日本人が
書いた日記の研究である『百代の過客
日記にみる日本人』で「日記文学の伝統
という一筋の糸が、円仁の時代から幕末
まで、いや、今日までも、断ち切られる
ことなくつながっている。私が知るかぎり、
世界中他のどのような国の文学にも、こ
れと同じ現象を見出すことは不可能であ
る」と誰も着眼しなかった視点でこれら
を評価、日記文学というジャンルを初めて
日本文学にうちたてた。
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